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第一章 はじめに 

 第一節 背景 

  相鉄線の都心直通と、既存路線地域の関係性を調べ、相鉄本線地域(本研究では二俣川～海老名駅間とする)

の地域発展の上で優位な結果を得られるのではないかと考えた。 

 

 第二節 目的 

  相鉄・JR 相互直通運転開始に伴う相鉄本線の経済効果の分析 

 

第三節 研究意義 

 一つ目として横浜駅を経由せずに都心と本線地域がつながることで本線地域での購買需要が創出され、地域

の活性化につながること。二つ目として相鉄ホールディングス株式会社の相鉄本線地域での経済活動(商業施設

の新規建設、宅地開発等)を行なう際の指標としていただける可能性があること。今回の相鉄本線地域は行政区

単位でなく、私自身で設定した範囲であり、この範囲での統計データは存在せず、優位なデータとなると考え

られる。 

 

第四節 先行研究 

 先行研究として、居城ゼミの先輩の論文が挙げられる。白岩・居城,(2019),「羽沢横浜国大駅駅勢圏の策定

と地域に及ぼす経済効果～産業連関分析とアンケート調査を用いて～」と見定・白岩,(2019),「平成 23 年いず

み野線・相鉄地域における産業連関表作成とその分析」が挙げられる。また、沖縄県,「鉄道旅客輸送が県経済

に及ぼす経済波及効果」が挙げられる。 

 

第二章 研究対象範囲 

 神奈川東部方面線は相鉄・JR 直通線と相鉄・東急直通線の 2 つの事業の総称である。事業目的は神奈川県

県央地域から東京都心への速達性向上、新幹線駅(新横浜駅)へのアクセス向上等多岐に渡る。本研究は相鉄・

JR 直通線の研究として既存路線である二俣川～海老名駅間を研究対象範囲とする。 

図 1 神奈川東部方面線と接続路線の概要 (横浜市都市整備局ホームページより抜粋) 
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第二章 アンケート調査 

  本章では、相鉄・JR 直通線開業前に本校の大学祭開催時に行なったアンケート調査と開業後に瀬谷駅北

口駅前広場で行なったアンケート調査の結果概要及び分析を行なう。 

 

 第一節 常盤祭でのアンケート調査 

  第一項 目的・概要  

対象……………常盤祭の来場者(本校学生も含む) 

期間……………令和元年 11 月 3 日 

実施場所………横浜国立大学内 

有効回答数……53 

目的……………相鉄・JR 直通線に関する意識調査 

調査方法………QR コード読み取り後、google フォームを用いた web 上での調査 

 

  第二項 アンケート質問項目 

    アンケート質問項目は回答の内容によって変化するように作成してある。 

図 2 アンケート質問項目(常盤祭)   

 

第二節 瀬谷駅北口駅前広場でのアンケート調査 

   第一項 目的・概要 

対象……………瀬谷駅北口利用者 

期間……………令和 2 年 1 月 30 日 17:30~19:30 の 2 時間 

実施場所………瀬谷駅北口駅前広場 

有効回答数……9 

目的……………相鉄・JR 直通線に関する意識調査、経路変更調査等 

調査方法………QR コード配布、google フォームを用いた web 上での調査 

    

第二項 アンケート質問項目 



3 

 

     アンケート質問項目は回答の内容によって変化するように作成してある。 

図 3 アンケート質問項目(瀬谷駅駅前) 

 

  第三節 結果概要・考察 

   第一項 常盤祭でのアンケート調査の主な結果概要 

    調査対象者の多くが相鉄線利用者ではなかったが相鉄と JR が直通することについては 88.6%の方が

知っていた。実際に利用するかについては住んでいる場所が直通線に関係がないなどいった理由もあり

利用したいと回答したのは 66%にとどまった。また、相鉄と JR が直通することを知った理由として「家

族や友人との会話で」という回答が多く見られた。 

 

   第二項 瀬谷駅北口駅前広場でのアンケート調査の主な結果概要 

    ・都心方面へ通勤通学されている方で定期券を直通線経由に変更していない方  

理由：小田急線利用のほうが早いから、現在の経由駅で買い物をするから 

• 都心方面へ通勤通学されている方で現在は直通線経由の定期にしていないが 

今後直通線経由の定期に変更しようと考えている人 

 変更していない理由：直通線の混雑度の様子を見ていたため  

いつ変更するつもりか：来年度に入ってから 

• 経済的視点から今後期待すること、不安に思っていること 

期待：宅地開発、商業施設の新規開店、雇用の増加  

不安：横浜駅周辺の衰退、区画整理に伴う退去 

 

第三章 相鉄・JR 直通線に実際に乗車してみて 

 相鉄。JR 直通線の開業に伴い羽沢横浜国大駅が開業した。羽沢横浜国大駅が最寄り駅となり、3 年生後半と

いう時期も相まって東京都心へ出ることも増え、よく利用させていただいている。そこで IC カードといった

データではなく、私自身の目で直通線の利用状況を把握し、データとして集計しようと考えた。人の目のデー

タであり完全に正確なモノとはいえないが体感的な情報も必要と考えている。 

 第一節 調査概要及びデータ 

   以下、羽沢横浜国大駅での乗車人数と羽沢横浜国大駅からの直通線利用状況をまとめる。なお、今回は
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相鉄線から JR 線へ向かう上り方面のデータを記す。 

  第一項 記号、用語説明 

   △ｘ：ｘ人降車したことを示す 

   混雑度(率)：(輸送人員/輸送力)×100 で算出 (日本民営鉄道協会 HP より) 

   

  第二項 調査データ 

    ここでは自分が乗車した 1 車両のみのデータを掲載し、編成全体(10 両)ではない。なお、一部編成全

体のデータも含まれるがそのデータに関しては数字データの隣に(全)と表記する。 

    

   ①羽沢横浜国大駅での乗車人数 

   ・ 12 月 26 日(木) 羽沢横浜国大駅 8：06 発 特急 川越行 20 人程度 

   ・  1 月 27 日(月) 羽沢横浜国大駅 6：05 発 特急 新宿行 15 人程度 (6：00 時点) 

   ・  1 月 29 日(木) 羽沢横浜国大駅 6：05 発 特急 新宿行 12 人程度 (6：00 時点) 

   ・  2 月 2 日(日) 羽沢横浜国大駅 8：24 発 特急 武蔵浦和行 15 人程度 

   ・  2 月 12 日(水) 羽沢横浜国大駅 7：31 発 特急 大宮行 50 人程度 

 

   ②車内状況 

  ・ 12 月 26 日(木) 羽沢横浜国大 8:06 発 特急 川越行  

以下、各駅での乗降人数を記す。 

羽沢横浜国大発車時点……94 人程度 

武蔵小杉……………………△12 +9 ＝△3 

西大井………………………△不明+12 ＝不明 

大崎駅………………………△30 +20 ＝△10 

恵比寿………………………△20 ＋8 ＝△12 

渋谷…………………………△20 ＋5 ＝△15 

・1 月 20 日(月) 羽沢横浜国大 8:50 発 特急 新宿行 

羽沢横浜国大発車時点…69 人程度(座席 54 人＋立ち客 15 人程度) 

大崎駅発車時点……………空席があった 

・1 月 22 日(水) 羽沢横浜国大 7:51 発 特急 大宮行 8 号車 

羽沢横浜国大発車時点…130 人 

武蔵小杉発車時点………混雑率 150％程度 

・1 月 23 日(木) 羽沢横浜国大 11:16 発 各駅停車 新宿行 

羽沢横浜国大発車時点…30 人程度 

・2 月 12 日(水) 羽沢横浜国大 7:31 発 特急 大宮行  

 羽沢横浜国大発車時点…150 人程度 混雑率 150％程度 

・2 月 14 日(金) 羽沢横浜国大 8:19 発 特急 赤羽行 2 号車 

 羽沢横浜国大発車時点…108 人 

 

 第二節 調査データに対する考察 

  相鉄・JR 直通線開業により武蔵小杉、西大井駅では渋谷・新宿方面へ向かう湘南新宿ラインが増便され

た。武蔵小杉～大崎間のみの乗客も多く見られ、いままでの湘南新宿ラインの本数の少なさを相鉄・JR 直通

列車が補填し、輸送人員が増加し、混雑度の低下に寄与していると考えられる。また、開業後 1 ヶ月程度は朝
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ラッシュ時間帯にもかかわらず、空席が目立っていたが、その後は認知が高まったかつ定期券の有効期限が切

れ、直通線経由に変更したために利用者が増加したと考えられる。綿岸 1 人で大量のデータを収集するのは困

難だが、これらのデータから時間経過による変化が見られるとよいのではないだろうか。 

 

第四章 地域内産業連関表にむけて 

 研究対象範囲のうち、横浜市旭区、瀬谷区に関しての地域内産業連関表作成を試みた。その結果、対象地域で

の粗付加価値の産業部門計は 206,442(百万円)とわかり、また、建設、金融・保険、不動産、サービス部門で神

奈川県、横浜市により産業構成比が高いことが分かった。 

表１対象地域の横浜市に対する特化係数       表 2 対象地域の神奈川県に対する特化係数 

 

第五章 終わりに 

 本稿では相互直通運転開始前と開始後の分析を統計調査及び自身での調査を試みた。新年度に直通線経由に

定期券の経路変更を行おうと考えている人も多くいると考えられる。その方たちの経路変更に伴う購買行動範

囲の変化及び相鉄 HD の経済行動により今回、設定した本線地域の経済規模、経済構造の変化を今後捉えてい

きたいと考えている。 

 

第六章 終わりに 

本稿では相互直通運転開始前と開始後の分析を統計調査及び自身での調査を試みた。新年度まであと約 1 ヶ月

であり、新年度に定期券の経路変更を行おうと考えている人もいるであろう。その方たちの経路変更に伴った最

寄り駅での購買行動や相鉄 HD さんの沿線開発、この 2 つの経済行動により今回設定した本線地域の経済規模、

経済構造がどのように変化するかを捉えていきたいと考えている。 
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